
継続的な点検・評価・改善の仕組みについて 

１．成果指標の項目について 

 

 

資料－３② 平成 30 年 8 月 22 日 

木津川市廃棄物減量等推進審議会 

〇 古紙類の混入量 

  ⇒ ８０％を削減 

 

〇 一般厨芥類の重量 

  ⇒ １０％を削減 

 

〇 他の分別の混入量（容器包装、びん・缶） 

  ⇒ すべて削減（分別の徹底） 

 

〇 手つかず食品の混入量 

  ⇒ ８０％削減 

 

〇 ビニール・プラスチックごみ 

（廃プラスチック）の重量 

  ⇒ Ｈ３７年の重量＝１４．２g 

もったいないプランの減量目標 追加するべき指標 


